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こ
の
十
年
�
ア
ジ
ア
各
地
で
華
僑
華
人
研
究
の
工
具
書
出
版
が
相

次
い
だ
�
一
九
九
三
年
に
中
国
で�
世
界
華
僑
華
人
詞
典
��
周
南
京

主
編
�
北
京
大
学
出
版
社
�
以
下�
詞
典
��
が
�
一
九
八
七
年
か
ら

七
年
が
か
り
で
出
版
に
こ
ぎ
つ
け
た
�
一
九
九
八
年
に
は
シ
ン
ガ

ポ
�
ル
華
裔
館
か
ら
二
百
万
ド
ル
を
投
じ
た
国
家
事
業The 
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�
潘
翎
主
編
�
が
中

国
語
版��
海
外
華
人
百
科
全
書
�
崔
貴
強
編
訳
�
香
港
三
聯
書
店
�

全
一
巻
�
と
と
も
に
出
版
さ
れ
た
�
そ
の
後
も
台
湾
の
華
僑
協
会
総

会
に
よ
る�
華
僑
大
辞
典
��
張
希
哲
主
任
委
員
�
正
中
書
局
�
二
〇

〇
〇
��
日
本
で
も�
華
僑
・
華
人
事
典
��
可
児
弘
明
・
斯
波
義
信
・

游
仲
勲
編
�
弘
文
堂
�
二
〇
〇
二
�
が
出
版
さ
れ
�
ネ
�
ト
上
の
リ

ソ
�
ス
だ
が
�
曁
南
大
学
図
書
館
の
華
僑
華
人
文
献
信
息
中
心
デ
�

タ
ベ
�
ス <h

ttp
://h

q
h
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u
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d
u
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も
二
〇
〇
二
年
頃
か

ら
中
国
国
内
に
限
�
て
公
開
さ
れ
て
い
る
�

　

こ
う
し
た
一
連
の
研
究
�
出
版
活
動
の
う
ち
�
最
も
大
規
模
な
の

が�
華
僑
華
人
百
科
全
書
�
十
二
巻
で
あ
る�
周
南
京
主
編
�
中
国
華

僑
出
版
社
�
一
九
九
九―

二
〇
〇
二
�
以
下�
全
書
����
全
書
�
は

�
詞
典
�
発
刊
後
の
一
九
九
三
年
末
に
�
汕
頭
大
学
で
行
わ
れ
た
世
界

華
僑
華
人
経
済
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
編
集
委
員
会
が
発
足

し
��
詞
典
�
メ
ン
バ
�
を
中
心
に
足
掛
け
九
年
で
出
版
さ
れ
た
�

　

戦
前
は
郁
達
夫
ら
と
と
も
に
中
国
南
洋
学
会�
現
シ
ン
ガ
ポ
�
ル

南
洋
学
会
��
戦
後
は
北
京
大
学
東
方
語
言
学
系�
現
東
方
学
系
�
の

創
設
メ
ン
バ
�
で
あ
�
た
姚
楠
主
編
の�
東
南
亜
歴
史
辞
典
��
上
海

辞
書
出
版
社
�
も
一
九
九
五
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
が
�
�
詞
典
�

▼

一

▲

�
全
書
�
の
編
集
�
執
筆
者
と
重
複
が
多
く
�
序
文
の
執
筆
者�
季
羨

林
�
ま
で
同
じ
で
あ
る
�
こ
れ
は
中
国
に
お
い
て
華
僑
華
人
研
究
者

と
東
南
ア
ジ
ア
研
究
者
が
重
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
�

　

�
全
書
�
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
�

一　

総
論
巻�
周
南
京
主
編
�
二
〇
〇
二
�

二　

人
物
巻�
楊
保
筠
主
編
�
二
〇
〇
一
�

三　

社
団
政
党
巻�
謝
成
佳
主
編
�
一
九
九
九
�

四　

経
済
巻�
梁
英
明
主
編
�
二
〇
〇
〇
�

五　

教
育
科
技
巻�
黄
昆
章
主
編
�
一
九
九
九
�

六　

新
聞
出
版
巻�
王
士
谷
主
編
�
一
九
九
九
�

七　

法
律
条
例
政
策
巻�
毛
起
雄
主
編
�
二
〇
〇
〇
�

八　

歴
史
巻�
周
南
京
主
編
�
二
〇
〇
二
�

九　

著
作
学
術
巻�
周
南
京
主
編
�
二
〇
〇
一
�

十　

社
区
民
俗
巻�
沈
立
新
主
編
�
二
〇
〇
〇
�

十
一　

文
学
芸
術
巻�
潘
亜
暾
主
編
�
二
〇
〇
〇
�

ク
リ
�
ク
す
る
と
次
の
段
に
ジ
�
ン
プ
し
ま
す
�

周
南
京
主
編

『
華
僑
華
人
百
科
全
書
��
全
十
二
巻
�

中
国
華
僑
出
版
社
・
一
九
九
九
�
二
〇
〇
二
年
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十
二　

僑
郷
巻�
方
雄
普
・
馮
子
平
主
編
�
二
〇
〇
一
�

　

各
巻
は
テ
�
マ
ご
と
の
編
集
だ
が
�
総
論
巻
は�
全
書
�
全
体
の
主

編
�
周
南
京
の
巻
頭
論
文�
華
僑
華
人
問
題
概
論
�
や
台
湾
の
研
究

者
�
陳
三
井
の�
五
十
年
来
台
湾
的
華
僑
華
人
研
究
�
を
は
じ
め
�

華
僑
華
人
研
究
の
基
本
文
献
四
十
八
編
で
構
成
さ
れ
た
論
文
集
で
あ

る
�

　

人
物
巻
は
梁
啓
超�
中
国
殖
民
八
大
偉
人
伝
��
一
九
〇
四
�
以
来

の
華
僑
伝
記
を
渉
猟
し
�
三
千
五
百
人
の
小
伝
が
収
録
さ
れ
て
い

る
�
な
お
�
文
芸
�
学
術
関
係
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
に
収
録
さ
れ
�

人
物
巻
に
含
ま
れ
る
の
は
少
数
で
あ
る
�

　

華
僑
三
宝
と
言
わ
れ
る
華
僑
華
人
社
団
�
華
字
紙
�
華
語
学
校
の

う
ち
�
社
団
政
党
巻
は
同
郷
会
館
な
ど
の
社
団
を
テ
�
マ
に
し
て
い

る
�
世
界
客
属
総
会
の
よ
う
な
世
界
規
模
の
同
郷
会
館
か
ら
�
世
界

各
地
の
華
語
学
校
校
友
会
に
至
る
ま
で
�
大
小
の
華
僑
華
人
社
団
が

四
千
四
百
項
目
に
渡
�
て
収
録
さ
れ
て
い
る
�

　

華
人
企
業
の
多
く
は
大
企
業
で
も
基
本
統
計
を
未
公
開
の
ケ
�
ス

が
多
く
�
ま
た
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
と
ア
フ
リ
カ
に
つ
い
て
は
情
報
に

欠
け
る
部
分
も
多
い
が
�
経
済
巻
の
千
四
百
六
十
項
目
は
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
企
業
名
で
�
結
果
と
し
て
世
界
の
華
人
企
業
名
鑑
と
な
�
て

い
る
�

　

陳
嘉
庚
の
集
美
学
村
の
例
を
見
る
ま
で
も
な
く
�
成
功
し
た
華
僑

華
人
に
と
�
て
寄
付
行
為
の
主
な
対
象
は
学
校
で
あ
る
�
こ
の
傾
向

は
今
も
変
わ
ら
ず
�
中
国
の
多
く
の
大
学
は
大
富
豪
・
邵
逸
夫
の
寄

付
に
よ
る�
邵
ビ
ル
デ
�
ン
グ
�
を
持
つ
�
教
育
科
技
巻
は
十
七
世
紀

に
開
始
さ
れ
た
華
僑
教
育
か
ら
�
清
朝
の
華
僑
教
育
最
高
学
府
で
あ

り
�
今
も
広
州
と
台
湾
南
投
に
同
名
の
大
学
を
残
す
曁
南
学
堂
ま
で

千
三
百
項
目
を
収
録
す
る
�
副
主
編
の
鄭
良
樹
は
�
複
数
の
伝
記
が

出
版
さ
れ
る
著
名
な
潮
州
人
学
者
で
�
二
〇
〇
三
年
か
ら
マ
レ
�
シ

ア
南
方
学
院
の
華
人
族
群
与
文
化
研
究
所
所
長
を
務
め
て
い
る
�

　

新
聞
出
版
巻
で
は
�
一
八
一
五
年
に
マ
レ
�
半
島
西
岸
の
都
市
�

マ
ラ
�
カ
で
創
刊
さ
れ
た
華
字
紙�
察
世
俗
毎
月
統
記
伝
�
か
ら
一

九
九
六
年
ま
で
の
百
八
十
年
間
に
出
版
さ
れ
た
�
四
千
種
類
の
逐
次

刊
行
物
が
二
千
八
百
項
目
に
渡
�
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
�
こ
の
中
に

は
華
字
紙
誌
の
他
�
非
売
品
で
入
手
し
に
く
い
が
資
料
的
価
値
が
非

常
に
高
い
社
団
の
記
念
特
刊
も
含
ま
れ
て
い
る
�
な
お
�
華
僑
華
人

に
と
�
て
�
重
要
な
出
版
基
地
で
あ
る
香
港
の
出
版
物
も
収
録
さ
れ

て
い
る
�

　

法
律
条
例
政
策
巻
で
は
各
国
の
華
僑
華
人
に
関
係
す
る
機
関
�
法

律
�
政
策
が
四
千
項
目
に
渡
�
て
収
録
さ
れ
て
い
る
�
居
住
国
の
対

華
僑
華
人
政
策
と
中
国
の
僑
務
政
策
の
両
方
を
含
み
�
法
規
に
つ
い

て
は
主
要
条
文
の
要
点
が
記
述
さ
れ
て
い
る
�

　

華
僑
華
人
に
つ
い
て
漢
籍
の
中
で
は
�
唐
人
�
華
人
�
漢
人
�
中

華
人
�
中
国
人
�
北
人
�
北
客
�
華
民
�
華
工
�
華
商
な
ど
�
様
々

な
呼
称
が
用
い
ら
れ
て
き
た
��
華
僑
�
と
い
う
名
称
は
む
し
ろ
新
し

く
十
九
世
紀
末
か
ら
使
わ
れ
始
め
る
�
歴
史
巻
の
主
編
は�
全
書
�
全

体
の
主
編
で
も
あ
る
周
南
京
だ
が
�
そ
の
華
僑
観
は�
華
僑
は
中
華

文
化
を
海
外
に
伝
播
す
る
媒
介
�
で
あ
り
�
中
国
は
祖
国
で
な
く
と

も
先
祖
の
墓
の
あ
る�
祖�
籍
�
国
�
で
あ
る
と
い
う
も
の
だ
�
こ
の

巻
に
は
華
僑
史
に
関
す
る
事
件
�
戦
争
�
会
議
�
宣
言
�
文
献
な
ど

千
百
項
目
が
収
録
さ
れ
て
い
る
�

　

著
作
学
術
巻
で
は
二
十
世
紀
以
来
の
華
僑
研
究
文
献
が
二
千
五
百

項
目
に
渡
�
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
�
主
な
研
究
者
に
つ
い
て
は
別
項

目
で
�
日
本
人
を
含
む
非
華
裔
研
究
者
に
つ
い
て
の
記
述
も
あ
る
�

こ
う
し
た
文
献
の
う
ち
�
特
に
華
僑
華
人
に
よ
る
出
版
物
は
�
執
筆

者
の
専
門
と
す
る
華
人
文
学
書
籍
を
含
め
�
流
通
に
乗
ら
な
い
自
費

や
非
売
品
出
版
が
非
常
に
多
く
�
そ
の
と
き
そ
の
場
に
い
な
け
れ
ば

収
集
が
困
難
で
�
書
名
が
確
認
で
き
る
だ
け
で
も
貴
重
な
情
報
で
あ

▼
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▲
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る
�

　

華
僑
華
人
は
居
住
地
で
世
代
を
重
ね
�
マ
ラ
�
カ
の
よ
う
に
五
百

年
に
お
よ
ぶ
古
都
も
あ
る
�
こ
う
し
た�
バ
バ
チ
�
イ
ニ
�
ズ
�
は
ク

レ
オ
�
ル
華
人
と
し
て
�
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
で
独
自
の
風
俗
習
慣
を

築
き
上
げ
て
い
る
�
社
区
民
俗
巻
で
は
こ
れ
ら
に
加
え
�
現
代
の

チ
�
イ
ナ
タ
ウ
ン
と
そ
の
構
成
要
素
で
も
あ
る
中
国
寺
院
や
民
間
信

仰
�
さ
ら
に
は
善
堂
組
織
な
ど
の
慈
善
団
体
や
各
地
の
義
山�
華
人

墓
地
�
に
つ
い
て
二
千
五
百
項
目
が
収
録
さ
れ
て
い
る
�

　

現
在
中
国
国
内
で
新
し
い
学
問
分
野
と
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る�
世
界
華
文
文
学
�
の
中
国
人
研
究
者
を
は
じ
め
�
文
学
芸
術
巻

で
は
ア
メ
リ
カ
�
オ
�
ス
ト
ラ
リ
ア
�
マ
レ
�
シ
ア
�
シ
ン
ガ
ポ
�

ル
�
フ
�
リ
ピ
ン
�
タ
イ
�
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
華
人
作
家
が
海
外
特

約
編
集
委
員
と
し
て
編
集
に
加
わ
�
て
い
る
�
そ
の
内
容
は
一
九
九

〇
年
の�
台
港
澳
与
海
外
華
文
文
学
辞
典
��
陳
遼
主
編
�
山
西
教
育

出
版
社
�
か
ら
二
〇
〇
三
年
の�
台
港
澳
曁
海
外
華
文
作
家
辞
典
�

�
王
景
山
編
�
人
民
文
学
出
版
社
�
ま
で
�
中
国
国
内
で
複
数
出
版

さ
れ
て
い
る
工
具
書
の
集
成
で
�
華
人
作
家
の
小
伝
を
中
心
に
�
雑

誌
�
文
芸
副
刊
�
書
籍
や
文
芸
団
体
�
文
芸
論
争
な
ど
�
二
千
八
百

項
目
が
収
録
さ
れ
て
い
る
�

　

世
界
の
華
僑
華
人
は
三
千
万
人
と
言
わ
れ
る
が
�
中
国
国
内
に
も

同
規
模
の
帰
国
華
僑�
帰
僑
�
と
親
類
縁
者
で
あ
る
僑
眷
が
暮
ら
し

て
い
る
�
先
祖
の
墓
の
あ
る
祖
籍
地�
僑
郷
�
に
血
縁
�
地
縁
�
言

語
の
便
も
あ
�
て
投
資
�
寄
付
す
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

��
近
代
華
僑
投
資
国
内
企
業
概
論
�
林
金
枝
著
�
厦
門
大
学
出
版

社
�
一
九
八
八
�
な
ど
��
最
近
は
地
方
史
誌
の
中
で
も
華
僑
誌
や

僑
務
誌
が
出
版
さ
れ
て
い
る
が
�
僑
郷
巻
で
は
後
述
す
る
僑
聯
の

ネ
�
ト
ワ
�
ク
を
生
か
し
�
僑
郷
の
実
情
に
つ
い
て
各
地
の
実
務
者

に
よ
�
て
執
筆
さ
れ
�
台
湾
�
香
港
�
マ
カ
オ
を
含
む
三
千
五
百
項

目
が
収
録
さ
れ
て
い
る
�

　

総
論
巻
を
除
く
各
巻
は
項
目
を
ピ
ン
イ
ン
順
に
並
べ
�
冒
頭
に
地

域
別
索
引
を
掲
げ
る
�
巻
末
に
は
年
表
�
参
考
文
献
表
な
ど
が
付
さ

れ
て
い
る
�
各
巻
の
項
目
を
年
代
順
に
配
置
し
た
年
表
は
有
用
な
も

の
が
多
く
�
歴
史
巻
の
華
僑
史
年
表
は�
詞
典
�
巻
末
年
表
を
補
遺
修

正
し
た
労
作
で
四
十
頁
に
及
ぶ
�
付
録
と
し
て
ロ
�
マ
字
漢
字
項
目

対
照
表
が
つ
く
巻
も
あ
る
が
�
特
に
人
物
�
経
済
�
新
聞
出
版
�
歴

史
�
著
作
学
術
各
巻
で
は
ア
ル
フ
�
ベ
�
ト
順
に
な
�
て
い
る
�
華

僑
華
人
の
ロ
�
マ
字
固
有
名
詞
は
�
各
方
言
音
に
よ
�
て
綴
ら
れ
た

り
現
地
風
に
命
名
さ
れ
た
り
と
�
漢
字
と
の
同
定
が
非
常
に
困
難
で

あ
る
�
ア
ル
フ
�
ベ
�
ト
順
の
対
照
表
は
そ
れ
だ
け
で
も
有
用
な
工

具
書
と
言
え
よ
う
�
な
お
�
歴
史
巻
の
対
照
表
に
は
現
在
の
通
名
の

他
�
史
資
料
中
の
古
名
も
併
記
さ
れ
て
い
る
�
統
計
資
料
を
付
録
に

し
た
巻
も
あ
り
�
教
育
科
技
巻
に
は
二
十
世
紀
の
地
域
別
教
育
統
計

資
料
が
�
歴
史
巻
に
は
現
代
華
僑
華
人
の
人
口
統
計
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
�
華
僑
華
人
の
人
口
に
つ
い
て
は
様
々
な
数
値
が
流
布
し
て
い

る
が
�
歴
史
巻
の
人
口
統
計
は
近
年
の
報
道
や�
華
僑
経
済
年
鑑
�

�
台
北
：
僑
務
委
員
会
�
な
ど
を
参
照
し
�
で
き
る
限
り
最
新
の
数
値

を
集
め
た
も
の
と
し
て
�
一
つ
の
目
安
と
な
る
だ
ろ
う
�

　

こ
の
よ
う
に�
全
書
�
は
各
巻
六
百
か
ら
千
頁
�
全
十
二
巻
で
千
八

百
万
字
と
い
う
か
ら
�
こ
の
分
野
の
出
版
物
と
し
て
空
前
絶
後
の
規

模
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
�
シ
ン
ガ
ポ
�
ル
の�
海
外
華

人
百
科
全
書
�
と
比
べ
て
も
�
シ
ン
ガ
ポ
�
ル
版
が
ブ
リ
タ
ニ
カ
張

り
の
大
項
目
主
義
で�
全
書
�
は
総
論
巻
を
除
い
て
小
項
目
主
義
と

い
う
違
い
も
あ
り
�
そ
も
そ
も
シ
ン
ガ
ポ
�
ル
版
は
全
一
巻
で
あ
る

か
ら
比
較
に
な
ら
な
い
�
し
か
も
こ
れ
ほ
ど
大
規
模
な
出
版
企
画

が
�
民
間
事
業
と
し
て
完
成
し
た
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
�
他
の
大
型

企
画
と
違
�
て
中
国
政
府
か
ら
の
援
助
は
な
く
�
フ
�
リ
ピ
ン 

庶

穀
刳
誾
烽ｩ

ら
の
三
十
二
万
ド
ル
の
助
成
が
唯
一
の
出
版
資
金
だ
�

た
と
い
う
�

▼

三

▲
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こ
の
難
事
業
を
担
�
た
の
は
�
各
巻
の
主
編
に
名
を
連
ね
る
帰
国

華
僑
と
中
華
全
国
帰
国
華
僑
聯
合
会�
僑
聯
�
の
メ
ン
バ
�
で
あ
る
�

中
国
の
地
域
研
究
者
は
世
代
に
よ
る
研
究
方
法
�
動
向
の
差
が
顕
著

で
あ
る
が
�
特
に
五
�
六
十
年
代
に
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
帰
国
し
た
三

十
年
代
生
ま
れ
の
帰
僑
研
究
者
は
�
現
地
語
資
料
を
活
用
し
�
現
地

事
情
に
も
通
じ
�
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
地
域
研
究
で
主
導
的
な
役

割
を
果
た
し
て
き
た
�
た
と
え
ば
全
体
の
主
編
の
周
南
京
は
一
九
三

三
年
ジ
�
ワ
生
れ
で
�
蘭
領
下
で
華
語
教
育
を
受
け
�
五
十
年
代
に

北
京
大
学
に
入
学
し
�
そ
の
ま
ま
大
学
に
残
り
現
在
に
至
る
�

　

一
九
五
六
年
に
北
京
で
創
設
さ
れ
た
僑
聯
は
�
僑
郷
を
中
心
に
各

地
に
支
部
を
持
ち
�
華
僑
華
人
歴
史
学
会
を
主
催
し
た
り
��
福
建
僑

報
�
な
ど
の
帰
僑
向
け
新
聞
を
発
行
す
る
一
種
の
情
報
セ
ン
タ
�
で

あ
る
�
た
と
え
ば
華
僑
飯
店
並
び
の
路
地
に
建
つ
北
京
僑
聯
は
帰
僑

の
サ
ロ
ン
で
あ
り
�
政
協
委
員
で
廈
門
市
副
市
長
も
務
め
た
故
張
楚

鍄
ら
大
物
帰
僑
が
集
う
場
で
��
華
僑
華
人
歴
史
研
究
��
季
刊
�
や

�
内
部
資
料
�
だ
が
海
外
発
送
可
と
な
�
た�
華
僑
華
人
資
料
��
隔
月

刊
�
の
編
集
発
行
も
行
�
て
い
る
�

　

�
全
書
�
の
編
集
は
�
す
で
に�
詞
典
�
出
版
で
結
集
し
た
当
時
六

十
代
の
帰
僑
研
究
者
が
中
心
で
�
当
初
は
同
じ
く
北
京
大
学
出
版
社

か
ら
出
版
予
定
だ
�
た
�
結
局
中
国
華
僑
出
版
社
と
な
�
た
の
は
北

京
大
学
出
版
社
内
の
異
動
の
せ
い
も
あ
る
が
��
詞
典
�
七
千
九
十
三

項
目
の
内
�
い
く
つ
か
の
内
容
に
異
議
が
唱
え
ら
れ
�
一
時
絶
版
と

な
�
た
こ
と
も
関
係
す
る
だ
ろ
う
�
た
と
え
ば
九
三
〇
事
件
に
つ
い

て
の
記
述
が
外
交
関
係
を
損
ね
る
と
い
う
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
華
人
の
異

議
申
し
立
て
や
�
マ
ラ
ヤ
共
産
党
な
ど
華
僑
を
中
心
と
し
た
海
外
の

共
産
党
と
中
国
共
産
党
の
関
係
�
中
共
中
央
海
外
工
作
委
員
会
の
存

在
に
つ
い
て
の
言
及
が
�
国
家
機
密
の
漏
洩
に
当
た
る
と
の
意
見
も

出
さ
れ
た
と
い
う
�

　

こ
う
し
た
逆
風
の
中
�
シ
ン
ガ
ポ
�
ル
版
の
わ
ず
か
八
分
の
一
�
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民
間
の
み
の
予
算
で
出
版
さ
れ
た�
全
書
�
十
二
巻
は
�
当
時
還
暦
世

代
を
中
心
と
し
た
帰
僑
ネ
�
ト
ワ
�
ク
の
強
固
さ
と
力
を
逆
に
示
し

て
い
る
�
し
か
し
�
実
際
の
作
業
人
員
が
研
究
者
と
そ
の
家
族
だ
�

た
こ
と
か
ら
�
執
筆
済
み
な
が
ら
掲
載
に
漏
れ
た
原
稿
も
少
な
か
ら

ず
あ
る
と
い
う
�
ま
た
�
文
学
芸
術
巻
で
は
�
一
九
八
二
年
に
台
湾

香
港
文
学
学
術
討
論
会
と
し
て
広
州
で
始
ま
り
�
一
九
九
三
年
の
第

六
回
か
ら
は
世
界
華
文
文
学
国
際
学
術
研
討
会
と
し
て
開
催
さ
れ
�

二
〇
〇
四
年
ま
で
一
三
回
に
及
ぶ
と
い
う
全
国
規
模
の
研
究
集
会
が

項
目
か
ら
外
れ
て
い
る
�
こ
れ
は
広
東
�
福
建
を
中
心
と
し
た
地
域

的
な�
海
外
華
文
文
学
�
研
究
世
代
か
ら
�
必
ず
し
も
帰
僑
と
限
ら
な

い�
世
界
華
文
文
学
�
研
究
世
代
へ
の
過
渡
期
を
示
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
�

　

中
国
の
地
域
研
究
者
は
�
国
際
学
会
で
の
活
躍
か
ら
見
る
と
�
国

外
で
の
研
究
者
養
成
が
可
能
と
な
�
た
近
二
十
年
で
国
際
的
水
準
に

到
達
し
つ
つ
あ
る
�
た
と
え
ば
著
作
学
術
巻
の
副
主
編
で
中
国
出
身

の
現
シ
ン
ガ
ポ
�
ル
国
立
大
学
�
劉
宏
ら
が
そ
の
世
代
だ
が
�
彼
ら

が
古
稀
を
迎
え
る
帰
僑
世
代
か
ら
何
を
学
び
�
何
を
受
け
継
い
で
い

く
の
か
��
全
書
�
は
今
ま
さ
に
進
ん
で
い
る
世
代
交
代
の
里
程
標
と

も
言
え
る
だ
ろ
う
�　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

立
教
大
学)
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